
行いました。
　さて、今日のテーマである姉妹クラブ締結から
現在までの状況についてですが、どの国のクラブと
姉妹クラブを締結するか悩みました。2560地区内で
は13クラブほどが海外のクラブと結んでいました。
長く継続するためには、親日的で近い国のクラブが
良いのではないかと考え、台湾（中華民国）を選び
ました。幸いにも新潟空港からの直行便がありま
した。どのようなルートでアクセスしようかと思案
していたところ、スキー仲間の故吉井俊介さんが
「佐野さん！ロータリーの友に台湾のクラブが、
日本のクラブと姉妹クラブを結びたいとの記事が
載っているよ！」と教えてくれました。ロータリー
の友などじっくり読んだことがない私は、この時
ばかりは役に立つんだなあと実感しました。早速、
記事にアクセスしました。
　台北にある土城RCの洪俊傑さんから連絡があり、
来日して三条まで来ていただきました。お会いした
ところ、大変日本語が流暢で驚きましたので、「洪さ
ん、日本語ペラペラだね」と言ったら、「日本大学生
物資源学部に留学していたんだ」と言ったので、「な
んだ、俺の後輩か」と言ったら、一気に喜び、「佐野
先輩！」と呼ばれ話が弾みました。ロータリーの
友の記事は、洪さんの父親が3700地区ガバナーで、
新竹城中RCが日本のクラブと姉妹クラブを結びた
い要望を聞き、日本のロータリーの友に掲載したよ
うです。
　見通しが立ったので、クラブ会員全員に姉妹クラ
ブ締結についてアンケート調査を行いましたとこ
ろ、63名中反対者が4名ほど出ました。一般的には
賛成が過半数以上であればOKと見なし計画を進め
ますが、同じクラブのロータリアンであるため、
反対者の意見も聞く必要があると思い聞き取りを
行い、2回目のアンケート調査を行いました。残念
ながら1名の反対者が出ましたが、ほぼ100％と見な
し実行に移しました。
　私の会長任期が終わろうとする頃、台湾新竹城中
RCへ次年度会長の渡辺喜彦さんと共に友好を図る
ため訪問しました。その後、皆さんも記憶に残る
2004年7月13日の水害が発生し、堤防決壊により嵐
南地区を中心に浸水し、死者9名、重軽傷者80名、
浸水等による被災は7500世帯、2万人を超える甚大
な被害をもたらしました。その時の総理大臣小泉首
相が視察に来たことを覚えています。今年で20年に
なります。会員も複数被害を受け、渡辺年度は姉妹
クラブ締結どころではなく、次々年度会長の小越さ
んに持ち越しになりました。姉妹クラブ締結文書も
用意していた矢先のことでした。
　ようやく小越年度の2006年7月に訪問し、調印式

を交わすことができ、ほっとしたことを思い出しま
す。新竹城中RCと2006年7月に姉妹クラブを締結
して、今年で18年になります。この間、隔年ごとに
相互訪問し、現在に至っています。令和5年度は三
条クラブが訪問し、本年6年度は新竹城中クラブが
来訪予定ですが、返答がありません。渡辺会長より、
予算が厳しいと聞いているので、あえて新竹城中
クラブを誘わないようにしています。
　余談ですが、RI全体でも会員数が減少傾向にあり、
会員増強を図っていますが、特に日本の少子高齢化
社会では今後益々会員減少に歯止めが利かなくなる
のが危惧されます。しかし、台湾のクラブはこの
20年間、37人前後で変わりません。会員増強しなけ
ればならないという意識はなく、むしろ入会に厳し
く、亡くなった会員分を補充するようです。だから
37人位が適正なのであろうと思います。
　さて、話は変わりますが、近年天災が頻繁に続い
ています。先ほど2004年7月13日の水害から、3年後
の2007年7月16日に中越地震が発生し、最大震度7を
記録しました。当時三条市も震度4で、テーブルの
下へ隠れたことを思い出します。道路が段差になり
通行止め、死者68名、負傷者4805名の被災者が出ま
した。何と言っても2011年3月11日の東日本大震災
です。マグニチュード9.0で国内観測史上最大規模
だそうで、今から13年前の出来事です。死者約1万
5000人、行方不明者7500人、12万5000人の人々が全
国各地へ避難され、現在でもふるさとへ帰れず避難
生活を送っている方々がおられます。当地三条市に
は福島県南相馬市より300名程の方が避難し、現在
数名の方が三条市の職員になり移住しています。
　震災後、諸外国から義援金が日本政府へ送金され
てきました。最大の義援金は台湾政府の250億円で
した。同じく、新竹城中RCは127万2000円を三条
クラブへ送金してきました。当時の三条RCの会長
は樺山仁さんで、私に相談に来られました。この際、
三条南、北クラブにも話して各クラブ100万円ずつ
と新竹城中RC分合わせ、427万2000円を国定三条
市長へ避難されている方々や福祉の一助として活用
して欲しいということで、目録を3クラブ代表して
私と樺山さんで市長へ手渡しました。
　本年は元旦早々に能登半島地震が発生し、マグニ
チュード7.6で死者299人、行方不明者3人、負傷者
1326人の被害者が出ています。まだまだ復旧の目途
が立っていません。このように天災が続くと、これ
からの日本列島の行く末が案じられます。

　7月24日水曜日、越前屋ホテル様にて夏忘れ懇親会を開催
しました。
　開会に先立ち「改めて今年度の活動協力を」と挨拶された
渡辺会長。その後新潟県ギター協会会長の畠山徳雄さんによ
るフォークギターアトラクション。津軽海峡冬景色や舟唄、
第三の男など馴染みのある曲を5曲披露された後、渡辺会長
のアンコールで「よこはま・たそがれ」を演奏。吉井前年度
会長の乾杯、柳取会長エレクトによる締め、まだ梅雨明け
しない蒸し暑い夜でしたが、冷たいビールと楽しい会話で
皆さん懇親を深められていました。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 明田川賢一さん、 飯塚一樹さん、
五十嵐博宣さん、 石倉政雄さん、　 石橋育於さん、
小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、
嘉瀬一洋さん、　 小出子恵出さん、 小林卓哉さん、
小林仁志さん、　 斎藤弘文さん、　 佐野勝榮さん、
重山直明さん、　 渋谷政道さん、　 清水泰生さん、
白倉徳幸さん、　 杉山幸英さん、　 関川　博さん、
高橋俊樹さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中村和彦さん、　 中村友昭さん、　 西山徳芳さん、
野水靖之さん、　 早川滝徳さん、　 船越良則さん、
松永一義さん、　 山松木材㈱さん、 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
渡辺良一さん
　夜例会「納涼例会」を迎えて

　　　　　　　　7月 2 4日分　　￥  37,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　　￥152,000
「卓　話」
「姉妹クラブ締結から現在までの状況」

国際奉仕・友好クラブ委員会
委員長  佐野勝榮 会員

　私は2003 ～ 2004年度に三条ロータリークラブの
第47代会長を拝命しました。当クラブには、故藤田
説量パストガバナーや鈴木宗資商工会議所会頭な
ど、著名なメンバーが揃っていました。会長就任時、
私は52歳で、歴代会長の中で最も若かったため、大
変緊張したことを覚えています。また、私を支えて
くれた大幹事の荻根澤隆雄さんには、手となり足と
なり大変お世話になりました。感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
　RI会長はジョナサン・B・マジィアベさんで、RI
会長テーマは「手を貸そう」でした。2560地区ガバ
ナーは故原信一さんで、彼は環境保全、地球温暖化
対策、会員増強、クラブ活性化、参加して感動する
ことに手を貸そうというテーマを掲げました。当
三条クラブは、「恵まれない人々へ手を貸そう」と
「友好クラブを創ろう」という2つのテーマを掲げま
した。
　社会奉仕活動として、三条南クラブや北クラブに
呼びかけ、槻の森運動公園に3クラブ合同で地球温
暖化防止の一環としてドングリの木を植樹しまし
た。22年以上経過した今も、大きく育っています。
地区のロータリー財団には、県内7クラブ合同で
スーダンの難民支援を行いました。また、第4分区
IMでは田上あじさいクラブで原ガバナー夫妻出席の
もと、環境保全、地球温暖化防止事業として植樹を
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例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
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【先週のメークアップ】
［7.18］巻RCへ
・杉山幸英さん、早川滝徳さん
［7.18］三条RACへ
・渡部　宏さん、高橋俊樹さん、
・相場弘介さん
［7.20］クラブ活性化セミナー（新潟）へ
・杉山幸英さん、嘉瀬一洋さん
［7.23］三条北RCへ
・杉山幸英さん、落合孝夫さん
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■本日の出席会員数：55名中37名
■先々週出席率：81.48％

2024～2025

夜例会夜例会
於 越前屋ホテル

「 納 涼 例 会 」「 納 涼 例 会 」「 納 涼 例 会 」

演奏者：畠山徳雄（はたけやまのりお）
新潟県長岡市生まれ、新潟県ギター協会会長。
演奏活動は県内のみならずフランスやドイツなど海外におよび、
有名ミュージシャンとの共演経験を数多く持つ。
ＮＨＫラジオ「朝の随想」へのレギュラー出演や、1998 年の
外務省主催「フランスによる日本年」において日本代表として
フランス・ストラスブールでの演奏でも知られる。
「平和の森コンサート」実行委員長、「花いっぱい音楽祭」音楽
監督等を務める他、執筆・作曲でも活躍中。
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ぱいです。
　RI会長はジョナサン・B・マジィアベさんで、RI
会長テーマは「手を貸そう」でした。2560地区ガバ
ナーは故原信一さんで、彼は環境保全、地球温暖化
対策、会員増強、クラブ活性化、参加して感動する
ことに手を貸そうというテーマを掲げました。当
三条クラブは、「恵まれない人々へ手を貸そう」と
「友好クラブを創ろう」という2つのテーマを掲げま
した。
　社会奉仕活動として、三条南クラブや北クラブに
呼びかけ、槻の森運動公園に3クラブ合同で地球温
暖化防止の一環としてドングリの木を植樹しまし
た。22年以上経過した今も、大きく育っています。
地区のロータリー財団には、県内7クラブ合同で
スーダンの難民支援を行いました。また、第4分区
IMでは田上あじさいクラブで原ガバナー夫妻出席の
もと、環境保全、地球温暖化防止事業として植樹を
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行いました。
　さて、今日のテーマである姉妹クラブ締結から
現在までの状況についてですが、どの国のクラブと
姉妹クラブを締結するか悩みました。2560地区内で
は13クラブほどが海外のクラブと結んでいました。
長く継続するためには、親日的で近い国のクラブが
良いのではないかと考え、台湾（中華民国）を選び
ました。幸いにも新潟空港からの直行便がありま
した。どのようなルートでアクセスしようかと思案
していたところ、スキー仲間の故吉井俊介さんが
「佐野さん！ロータリーの友に台湾のクラブが、
日本のクラブと姉妹クラブを結びたいとの記事が
載っているよ！」と教えてくれました。ロータリー
の友などじっくり読んだことがない私は、この時
ばかりは役に立つんだなあと実感しました。早速、
記事にアクセスしました。
　台北にある土城RCの洪俊傑さんから連絡があり、
来日して三条まで来ていただきました。お会いした
ところ、大変日本語が流暢で驚きましたので、「洪さ
ん、日本語ペラペラだね」と言ったら、「日本大学生
物資源学部に留学していたんだ」と言ったので、「な
んだ、俺の後輩か」と言ったら、一気に喜び、「佐野
先輩！」と呼ばれ話が弾みました。ロータリーの
友の記事は、洪さんの父親が3700地区ガバナーで、
新竹城中RCが日本のクラブと姉妹クラブを結びた
い要望を聞き、日本のロータリーの友に掲載したよ
うです。
　見通しが立ったので、クラブ会員全員に姉妹クラ
ブ締結についてアンケート調査を行いましたとこ
ろ、63名中反対者が4名ほど出ました。一般的には
賛成が過半数以上であればOKと見なし計画を進め
ますが、同じクラブのロータリアンであるため、
反対者の意見も聞く必要があると思い聞き取りを
行い、2回目のアンケート調査を行いました。残念
ながら1名の反対者が出ましたが、ほぼ100％と見な
し実行に移しました。
　私の会長任期が終わろうとする頃、台湾新竹城中
RCへ次年度会長の渡辺喜彦さんと共に友好を図る
ため訪問しました。その後、皆さんも記憶に残る
2004年7月13日の水害が発生し、堤防決壊により嵐
南地区を中心に浸水し、死者9名、重軽傷者80名、
浸水等による被災は7500世帯、2万人を超える甚大
な被害をもたらしました。その時の総理大臣小泉首
相が視察に来たことを覚えています。今年で20年に
なります。会員も複数被害を受け、渡辺年度は姉妹
クラブ締結どころではなく、次々年度会長の小越さ
んに持ち越しになりました。姉妹クラブ締結文書も
用意していた矢先のことでした。
　ようやく小越年度の2006年7月に訪問し、調印式

を交わすことができ、ほっとしたことを思い出しま
す。新竹城中RCと2006年7月に姉妹クラブを締結
して、今年で18年になります。この間、隔年ごとに
相互訪問し、現在に至っています。令和5年度は三
条クラブが訪問し、本年6年度は新竹城中クラブが
来訪予定ですが、返答がありません。渡辺会長より、
予算が厳しいと聞いているので、あえて新竹城中
クラブを誘わないようにしています。
　余談ですが、RI全体でも会員数が減少傾向にあり、
会員増強を図っていますが、特に日本の少子高齢化
社会では今後益々会員減少に歯止めが利かなくなる
のが危惧されます。しかし、台湾のクラブはこの
20年間、37人前後で変わりません。会員増強しなけ
ればならないという意識はなく、むしろ入会に厳し
く、亡くなった会員分を補充するようです。だから
37人位が適正なのであろうと思います。
　さて、話は変わりますが、近年天災が頻繁に続い
ています。先ほど2004年7月13日の水害から、3年後
の2007年7月16日に中越地震が発生し、最大震度7を
記録しました。当時三条市も震度4で、テーブルの
下へ隠れたことを思い出します。道路が段差になり
通行止め、死者68名、負傷者4805名の被災者が出ま
した。何と言っても2011年3月11日の東日本大震災
です。マグニチュード9.0で国内観測史上最大規模
だそうで、今から13年前の出来事です。死者約1万
5000人、行方不明者7500人、12万5000人の人々が全
国各地へ避難され、現在でもふるさとへ帰れず避難
生活を送っている方々がおられます。当地三条市に
は福島県南相馬市より300名程の方が避難し、現在
数名の方が三条市の職員になり移住しています。
　震災後、諸外国から義援金が日本政府へ送金され
てきました。最大の義援金は台湾政府の250億円で
した。同じく、新竹城中RCは127万2000円を三条
クラブへ送金してきました。当時の三条RCの会長
は樺山仁さんで、私に相談に来られました。この際、
三条南、北クラブにも話して各クラブ100万円ずつ
と新竹城中RC分合わせ、427万2000円を国定三条
市長へ避難されている方々や福祉の一助として活用
して欲しいということで、目録を3クラブ代表して
私と樺山さんで市長へ手渡しました。
　本年は元旦早々に能登半島地震が発生し、マグニ
チュード7.6で死者299人、行方不明者3人、負傷者
1326人の被害者が出ています。まだまだ復旧の目途
が立っていません。このように天災が続くと、これ
からの日本列島の行く末が案じられます。

　7月24日水曜日、越前屋ホテル様にて夏忘れ懇親会を開催
しました。
　開会に先立ち「改めて今年度の活動協力を」と挨拶された
渡辺会長。その後新潟県ギター協会会長の畠山徳雄さんによ
るフォークギターアトラクション。津軽海峡冬景色や舟唄、
第三の男など馴染みのある曲を5曲披露された後、渡辺会長
のアンコールで「よこはま・たそがれ」を演奏。吉井前年度
会長の乾杯、柳取会長エレクトによる締め、まだ梅雨明け
しない蒸し暑い夜でしたが、冷たいビールと楽しい会話で
皆さん懇親を深められていました。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 明田川賢一さん、 飯塚一樹さん、
五十嵐博宣さん、 石倉政雄さん、　 石橋育於さん、
小越憲泰さん、　 落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、
嘉瀬一洋さん、　 小出子恵出さん、 小林卓哉さん、
小林仁志さん、　 斎藤弘文さん、　 佐野勝榮さん、
重山直明さん、　 渋谷政道さん、　 清水泰生さん、
白倉徳幸さん、　 杉山幸英さん、　 関川　博さん、
高橋俊樹さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中村和彦さん、　 中村友昭さん、　 西山徳芳さん、
野水靖之さん、　 早川滝徳さん、　 船越良則さん、
松永一義さん、　 山松木材㈱さん、 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
渡辺良一さん
　夜例会「納涼例会」を迎えて

　　　　　　　　7月 2 4日分　　￥  37,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　　￥152,000
「卓　話」
「姉妹クラブ締結から現在までの状況」

国際奉仕・友好クラブ委員会
委員長  佐野勝榮 会員

　私は2003 ～ 2004年度に三条ロータリークラブの
第47代会長を拝命しました。当クラブには、故藤田
説量パストガバナーや鈴木宗資商工会議所会頭な
ど、著名なメンバーが揃っていました。会長就任時、
私は52歳で、歴代会長の中で最も若かったため、大
変緊張したことを覚えています。また、私を支えて
くれた大幹事の荻根澤隆雄さんには、手となり足と
なり大変お世話になりました。感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
　RI会長はジョナサン・B・マジィアベさんで、RI
会長テーマは「手を貸そう」でした。2560地区ガバ
ナーは故原信一さんで、彼は環境保全、地球温暖化
対策、会員増強、クラブ活性化、参加して感動する
ことに手を貸そうというテーマを掲げました。当
三条クラブは、「恵まれない人々へ手を貸そう」と
「友好クラブを創ろう」という2つのテーマを掲げま
した。
　社会奉仕活動として、三条南クラブや北クラブに
呼びかけ、槻の森運動公園に3クラブ合同で地球温
暖化防止の一環としてドングリの木を植樹しまし
た。22年以上経過した今も、大きく育っています。
地区のロータリー財団には、県内7クラブ合同で
スーダンの難民支援を行いました。また、第4分区
IMでは田上あじさいクラブで原ガバナー夫妻出席の
もと、環境保全、地球温暖化防止事業として植樹を
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行いました。
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は13クラブほどが海外のクラブと結んでいました。
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ました。幸いにも新潟空港からの直行便がありま
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していたところ、スキー仲間の故吉井俊介さんが
「佐野さん！ロータリーの友に台湾のクラブが、
日本のクラブと姉妹クラブを結びたいとの記事が
載っているよ！」と教えてくれました。ロータリー
の友などじっくり読んだことがない私は、この時
ばかりは役に立つんだなあと実感しました。早速、
記事にアクセスしました。
　台北にある土城RCの洪俊傑さんから連絡があり、
来日して三条まで来ていただきました。お会いした
ところ、大変日本語が流暢で驚きましたので、「洪さ
ん、日本語ペラペラだね」と言ったら、「日本大学生
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2004年7月13日の水害が発生し、堤防決壊により嵐
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して、今年で18年になります。この間、隔年ごとに
相互訪問し、現在に至っています。令和5年度は三
条クラブが訪問し、本年6年度は新竹城中クラブが
来訪予定ですが、返答がありません。渡辺会長より、
予算が厳しいと聞いているので、あえて新竹城中
クラブを誘わないようにしています。
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会長の乾杯、柳取会長エレクトによる締め、まだ梅雨明け
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私は52歳で、歴代会長の中で最も若かったため、大
変緊張したことを覚えています。また、私を支えて
くれた大幹事の荻根澤隆雄さんには、手となり足と
なり大変お世話になりました。感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
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　　次々週例会　 8月14日 　 　休会（お盆）

　　次 週 例 会　 8 月 7 日 　　「会員増強月間」
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉瀬一洋 会員増強委員長

振替休日

山の日

23
日 月 火 水 木 金 土

◆三条東RC
　「クラブ活性化
　　セミナー報告」

◆三条南RC
　「第一例会」

◆三条南RC
　休会

◆三条南RC
　「新会員卓話」
　　田村隆雄 会員

◆三条北RC
　「新会員卓話」
　　涌井　敏 会員

◆三条北RC
　休会（お盆）

◆三条北RC
　「会員増強月間」
　三条エコノミークラブ
　　会長
　　　岩瀬晶伍 様

◆三条RC
　「公式訪問事前訪問
　　　　･クラブ協議会」
　第4分区ガバナー補佐
　　　杉山幸英 様

◆三条RC
　休会（お盆）

◆三条RC
　「会員増強月間」
　嘉瀬一洋
　会員増強委員長

◆三条北RC
　「今年度方針発表」
　　武田恒夫 会長

◆三条南RC
　「クラブフォーラム」
　　永桶俊一会長

◆三条RC
　「クラブアッセンブリー」
　　渡辺良一 会長

◆三条東RC
　「ロータリー財団
　　セミナー報告」

◆三条東RC
　「外部卓話」
　新潟県フードバンク
　　　　連絡協議会
　　事務局長
　　　　小林 淳 様

◆三条東RC
　休会（お盆）

◆三条南RC
　「外部卓話」
　三条看護・医療・
　歯科衛生専門学校
　　学校長
　　　白倉政典 様

◆三条北RC
　「暑さに負けるな！
　　　　　夜例会」
　（記帳できます）

◆三条RC
　「会員卓話」
　　白倉徳幸 会員

◆三条東RC
　夜例会
　（記帳できます）
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※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　　記帳場所

三条ロータリークラブ例会日

新潟大栄信用組合1階（11～14時） 
加茂市産業センター
燕市吉田産業会館窓口（10～15時）

　●分水RC　　　 　　　    8月27日（火）　移動例会
　●加茂RC　　　　　　　　　29日（木）　夜例会
　●吉田RC　　　　　　　　　30日（金）　夜例会


